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目を向けると，日本における5SWの配置は戦
後占領期以降の精神科病院や国立精神衛生研
究所等から始まり，それ以降の精神保健福祉
における5SWの働きや各分野における役割
が明らかにされているとは言い難い。5SW
が戦後の精神保健福祉にどのように関わって
きたのか，保健所等の地域の公的機関，精神
科病院等の医療機関，社会復帰施設等の地域
の施設等，それぞれの分野における働きや役
割を明らかにする研究が求められ，それらを
養成教育で伝える必要性があると考える。
大学における以上の学びが土台となり，学
生達は自身の今後の精神保健保健福祉士とし
ての自身の関わりや視点を磨いていくことが
可能になるだろう。教員には，学生の困難さ
や特徴を意識しながら，養成教育を展開する
ことが求められる。
ƑᴫɑȻɔ
本研究では，心理学科および保健福祉学科
の精神保健福祉養成コースの学生が感じてい
る困難さについて調査を行った。その結果，
心理学科のみのカテゴリとして①他学科で共
通科目を学ぶ違和感②社会福祉制度や政策理
解の困難さ③心理学と社会福祉学両方学ぶ上
での困難さの 3つ，保健福祉学科学生のみの
カテゴリとして，①「精神医学」理解の困難
さ②自身の伝える力の不足③実習指導者との
関わり方や実習目的・日誌のまとめ方に関す
る困難さの 3つが抽出された。また両学科に
抽出された共通するカテゴリとして，①履修
上の多忙さ②精神保健福祉分野の歴史理解の
困難さ③5SWの関わりや視点の理解の困難
さ④利用者との関わりにおける困難さの 4つ
が抽出された。
そして両学科に共通した困難さから，養成
教育の課題として，第一に，「生活モデル」
の持つ理論的根拠や歴史的意味について教員
が伝える必要性，第二に，日本の精神保健福
祉の政策の歴史だけではなく，戦後日本の
5SWが精神保健・福祉・医療分野において
どのような働きや，役割を担ったのかを明ら
かにする重要性を述べた。また大学の授業で
抱えた困難さが実習等で変化し，動機付けが
高まり，5SW職を目指していく過程もうか
がえた。それらの点から，困難さとは克服や
解消すべきものだけではなく，興味や関心を
感じる故のものでもあると考える。今後は，
以上の困難さを抱えつつ，卒業した学生達が
精神保健福祉士としてどのように成長してい
くのかを探っていきたい。
ƒᴫటᆅሱɁ᪅ႜȻ̾ऻɁᝥᭉ
本研究は，心理学科および保健福祉学科の
学生17名を対象とした。従って，この結果は
他の養成システム，異なった学生の特徴を持
つ養成施設に全てを一般化することできな
い。また，両大学の養成システムや養成に携
わる教員は異なり，授業内容に相違があるこ
とも予想される。さらに両学科の養成コース
すべての学生が対象者とはなっておらず，研
究方法として，保健福祉学科学生には半構造
化インタビューと自由記述式質問紙調査とい
う二つの異なった方法から分析を行った限界
がある。今後は5SWコースを卒業した学生
達が実際の現場でどのような困難さを抱える
のか，その変化についても調査していきたい。
า
１）本研究では，「精神保健福祉士」と「5SW」
という呼称が併用されているが，調査対象者の
使用に基づき，それぞれそのまま使用している。
2）柏木は，日本における5SWの配置は1948年
に国立国府台病院に配置された社会事業婦がそ
の始まりと示している２）。また田代は明治期に
おける精神病者救治会の活動を「精神医学ソー
シャル・ワークの対象である精神障害者とその
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精神保健福祉士養成課程において学生が感じた困難さ（末田　邦子）
家族及び社会に対して最初に社会福祉的援助を
試みた団体」と位置づけている３）。田代の説を
取上げた精神保健福祉士養成教科書は散見でき
ないが，田代の指摘も日本の5SWの歴史的意義
や役割を考える上で重要である。
ពᢷ
本研究にあたり，調査にご協力いただいた学生
の方々をはじめ，本研究にご協力いただいた方々
に心よりお礼申し上げます。尚，本研究は第10回
精神保健福祉士学会学術集会で発表したものに加
筆･修正したものである。
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